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失われるマンションのコミュニティ活動

マンション内で行われているコミュニティ活動の有無

について3,961組合（一部、団地型の一部の棟、複合用途
型の部会を含む）を調査した（図1参照）。
なお、本調査にあたっては、コミュニティ活動の主催者

を管理組合に限っていない。区分所有者の有志で実施し

ているものや、マンション内に管理組合とは別に組織さ

れている自治会を主催者としているものも含んでいる。

さらに、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から

一時中止をしているが、コロナ禍が収束した場合には再

開する予定のある活動も含んでいる。

マンション内のコミュニティ活動がある管理組合は

14％である。平成28年当時、当社で調査した管理組合
におけるコミュニティ活動が「ある」としたマンションは

おおむね30％であった（当時の非公開社内資料）。再開予定を含む数であるのにも関わらず、コミュニティ活
動は縮小している。この6年の間に、新型コロナウイルスの感染拡大を除き、縮小の主な原因と考えられる事
項が見当たらないことから、コロナ禍における生活様式の変化の影響が大きいと考えられる。

1.マンション内コミュニティ活動の有無

■図1　マンション内コミュニティ活動の有無
　　　　N=3,961
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平成28年のマンション標準管理規約改正において、いわゆるコミュニティ条項が削除された。特に管理組
合が主催するイベントの開催については、コメントにも多くの否定的な記載がされた。この当時は、管理組合

がコミュニティ活動を行うことの是非について、マンション管理に関係する諸団体等において大きな議論が

巻き起こった。その多くが、マンション標準管理規約のコミュニティ条項削除に関わらず、コミュニティ活動

は「してもよい」という考え方であり、「禁止されている」「してはならない」とした考え方ではなかった。また、

当時、マンション標準管理規約の改正を理由として従来より開催されていたコミュニティ活動を中止したり、

既に管理規約に規定のあるコミュニティ条項を総会決議により削除したりした管理組合はない。

改正から6年を経過した現在、マンションのコミュニティ活動はどのようになっているだろうか。
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コミュニティ活動があるとされた543件のうち、その内容は図2、内容の詳細は表1の通りである。

2.コミュニティ活動の内容

防災訓練

お祭り

クリスマス会

クリスマス飾りつけ

植栽活動

餅つき

サークル活動

七夕飾りつけ

懇親会

マンション内自治会活動

ペットクラブ

清掃活動

エリアマネジメント

体操

子供会

花火大会見学

ハロウィンイベント

バーベキュー大会

老人会

ヨガ教室

お花見

書初め

流しそうめん

共用部分見学会

フリーマーケット

コンサート

その他

不明

■図2　マンション内開催コミュニティの内容　N=679（複数回答）

154

68

48

42

41

40

39

38

34

30

21

18

13

11

9

9

9

6

4

4

4

3

2

2

2

2

18

8

0 20 40 60 80 100 120 140 160



3Copyright DAIWA LIFENEXT CO., LTD. All rights reserved.

マンションみらい価値研究所 Report 44　　2022年10月6日

コミュニティ活動に掲げられている内容は、ある程度の人数や敷地の広さを必要とするものが多い。例えば

サークル活動をしようにも、同じ趣味を持つ居住者がある程度存在する必要があり、小規模なマンションでは

成立しにくい。

コミュニティ活動の状況をマンションの戸数帯別に調査した（図3参照）

3.戸数帯別コミュニティ活動状況

コロナ禍においては、イベントの開催状況も一変している。

例えば、パーティーを中止してクリスマス飾りつけや七夕飾りつけに変更している例である。エントラン

スにもみの木や笹を設置し、クリスマスオーナメントや短冊を置いておく。居住者がエントランスを通過す

る際に、自分の気に入ったオーナメントを飾りつけたり、短冊に願い事を書いて笹に吊したりすることで、

徐々にエントランスが華やいでいく。このように、一度に集まらなくても居住者同士で季節のイベントを楽

しめるような工夫をしている管理組合も多いと聞く。

項目 詳細

■表1

● 消防法における避難訓練や炊き出し等を含む防災訓練等を含む防災訓練

● 名称はさまざまであるが「夏祭り」のイメージに近いものお祭り

● クリスマス近くの日程で、主に居住者の子供を対象にして行われるパーティー形式のものクリスマス会

● 除草作業などの他、プランターに花を植える等植栽活動

● 使用細則等で組織されるペットクラブのうち、交流会などの活動が行われているものペットクラブ

● 芋煮会、たけのこ堀り、豆まき、新入学時祝賀会などその他

● 分譲会社が費用を負担し、エリアマネジメントを行う会社と提携、運営されている活動
や、エリアマネジメント会社の運営期間は終了したが、管理組合に承継されている活動

エリアマネジメント

● 地域で開催される花火大会がマンションの屋上等から見学できる立地にある場合に、そ
の日時のみ屋上等を開放して見学するもの

花火大会見学

● ハロウィン近くの日に、子供たちがマンション内の住戸を回り、お菓子を袋に入れてもらう
等するもの

ハロウィンイベント

● 居住者の有志を中心に行われている活動
例：ゴルフ倶楽部、囲碁将棋クラブ、麻雀クラブ等サークル活動

● マンション内において管理組合とは別に組織される自治会にて開催される各種活動のう
ち、管理組合では詳細を把握していないものマンション内自治会活動

● クリスマス近くの日程で、エントランス等にもみの木を設置しクリスマスオーナメントを飾
りつけるものクリスマス飾りつけ

● 新築マンションにおいて分譲会社が開催するもの
● 総会終了時に区分所有者間で行われるもの懇親会
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大規模なマンションほど、コミュニティ活動が行われている率が高いことがわかる。それでも、50戸以下の
マンションで合計176件のコミュニティ活動があると報告されている。内容は、防災訓練や清掃活動や植栽活
動を掲げているマンションが多い。

小規模なマンションは、管理組合の財政状況が大規模なマンションと比べると比較的厳しい場合が多い。経

費を削減するために、清掃活動や植栽活動の実施とコミュニティ活動をつなげて考えようとする意識が働い

ているのかもしれない。こうした場合は、清掃や植栽の経費が捻出できれば、清掃活動や植栽活動は中止にな

る可能性もあると考えられる。

前述の通り、平成28年当時、マンションのコミュニティ活動について多くの議論がされた。その必要性の是
非については今更語る必要はないだろう。

しかし、コミュニティ活動は、現在中止中のものを含めて14％のマンションでしか実施されていない。管理
組合役員の人手不足や合意形成の困難なマンションの存在が課題となって久しいが、その解決策のひとつと

されていたコミュニティ活動が失われつつある。コロナ禍が収束することはあっても、いつまた感染症が拡大

するとも限らない。さらにIT技術の発達で防災訓練ですらVRを活用してバーチャルで実施でき、総会や理事
会も通信を活用してリモートで実施できる時代である。こうした状況において、対面型のイベント活動に依存

するコミュニティ活動の縮小傾向は今後も継続し、このままではいずれ失われてしまうのではないだろうか。

対面型のイベントに頼らずとも成り立つような、コミュニティの形成方法を検討する時期にきている。筆者

にもまだ解決策はない。

4.これからのコミュニティ活動
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■図3　戸数帯別マンション内イベント活動等の実施状況　N=3,961
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